
上白石橋（昭和初期）

　北海道炭鉱汽船株式会社は買収した上白石の農場

を昭和２年に区画整理し、その分譲地と札幌市街を

直結するため、コンクリート製橋脚の吊り橋を昭和

５年に架けた。

吉田診療所（昭和２０年）

　昭和２０年、村民の熱意に打たれ，医師 吉  田  廣 が本
よし だ ひろし

通２丁目南に吉田診療所を開院した。開村以来７５年

目にして初めて白石村に医療施設が誕生し、無医村

状態を解消した。写真は、翌２１年６月に撮影したも

の。

東橋の橋脚の一部流失（昭和２４年）

　東橋が明治２３年に完成したことによって、札幌市

街との往復が便利になった。その後、洪水など大水

害により何度か流失し、特に昭和２４年の洪水では橋

の中央部すべてが流された。昭和２６年に現在の上り

線（上流側）が完成した。

第１回ふるさとまつり（昭和５１年）

　白石区の夏を彩る区民総ぐるみの祭典として、第

１回ふるさとまつりが、歌に踊りにスポーツにと盛

りだくさんの内容で始まった。当時の会場は区役所

駐車場であった。

◎特集　白石区歴史写真展
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